
東京都北区議会

平成 2１年第 4 回定例会で可決した意見書

・都市計画税・固定資産税の軽減措置の継続を求める意見書

・償却資産に係る固定資産税の改正を求める意見書

・食品表示制度の抜本改正に関する意見書

・緊急経済・雇用対策の早期実施を求める意見書

・子どもたちの生命を守るため、ヒブワクチン及び肺炎球菌

ワクチンへの公費助成、定期接種化を求める意見書

・警察官の増員を求める意見書



都
市
計
画
税
・
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

区
内
の
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
の
低
迷
に
続
き
、
世
界
規
模
の
経
済

状
況
の
悪
化
に
よ
り
危
機
的
で
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
雇
用
不
安
の
拡
大
、
金
融
事
情
の
悪
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
都
市
計
画
税
・
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
は
、
地
価

の
高
水
準
等
に
よ
る
区
民
の
過
重
な
税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
の

事
業
継
続
や
経
営
内
容
の
健
全
化
へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
が
財
政
を
優
先
し
、
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
れ
ば
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を
悪
化

さ
せ
、
区
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
さ
ら
に
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
や
景
気
の
回
復
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
区
民
の
税
負
担
感
に
配
慮
し
、
左
記
事
項
を
平
成
二
十
二

年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

一
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

二
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

三
、
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を
六
十
五
％
に

引
き
下
げ
る
減
額
措
置

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
法
は
、
償
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
が

百
五
十
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
免
税
点
を
定

め
て
い
る
。

こ
の
免
税
点
制
度
は
、
課
税
標
準
額
が
免
税
点
未
満
の
場
合
は
納
税
額
が
生
じ
な
い
が
、
課
税
標
準

額
が
免
税
点
以
上
に
な
る
と
そ
の
総
額
に
課
税
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
納
税
者
に
不
合
理
感
を
与
え
て

い
る
。

さ
ら
に
、
現
行
の
免
税
点
は
平
成
三
年
に
定
め
ら
れ
、
す
で
に
二
十
年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、
経

済
価
値
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
う
え
、
極
め
て
小
規
模
な
設
備
等
の
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り
、

加
え
て
世
界
的
な
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
の

経
営
と
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
税
法
は
、
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
各
項
目
の
申
告
期
限
を
一
月
三
十

一
日
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
小
規
模
事
業
者
は
所
得
税
の
申
告
期
限
で
あ
る
三
月
十
五
日

を
念
頭
に
決
算
準
備
を
進
め
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
償
却
資
産
の
申
告
事
項
と
所
得
税
の
決
算
書
記
載

事
項
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
期
限
が
違
う
こ
と
、
申
告
を
別
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
納
税
者
の
利
便
性
を
欠
い
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
免
税
点
の
改
善
と
申
告
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、
左
記
事
項
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。記

一
、

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改
め
、
控
除
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。

二
、
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
申
告
期
限
を
三
月
十
五
日
と
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
償
却
資
産
税
の
申
告
書
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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食
品
表
示
制
度
の
抜
本
改
正
に
関
す
る
意
見
書

繰
り
返
さ
れ
る
加
工
食
品
原
料
の
産
地
偽
装
事
件
や
毒
物
混
入
事
件
を
受
け
、
多
く
の
消
費
者
が
食

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
国
産
の
食
品
、
自
給
率
の
向
上
を
求
め
、
そ
し
て
、
冷
凍
食
品
を
は
じ
め
と

す
る
加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
の
表
示
義
務
化
を
願
っ
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
消
費
者
が
安
全
性
な
ど
に
不
安
を
抱
き
、「
遺
伝
子
組
み
換
え
（
Ｇ
М
）
食
品
を
食
べ

た
く
な
い
」
と
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
品
全
て
に
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
現
在

の
表
示
制
度
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
と
知
ら
ず
に
食
べ
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
食
品
安
全
委
員
会
が
、
異
常
が
多
発
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
安
全
」
と
評
価
し
た

こ
と
で
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
由
来
食
品
が
流
通
す
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
受
精
卵
ク
ロ
ー
ン

由
来
食
品
は
す
で
に
任
意
表
示
で
流
通
を
始
め
て
い
る
が
、
多
く
の
消
費
者
は
安
全
性
に
不
安
を
抱
き
、

「
ク
ロ
ー
ン
由
来
食
品
を
食
べ
た
く
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
こ
そ
、
い
の
ち
の
基
本
と
な
る
食
料
自
給
率
の
向
上
、
食
の
安
全
・
安
心
の
回
復
に
向
け
て
、

食
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
流
通
経
路
情
報
の
把
握
）
と
そ
れ
に
基
づ
く
表
示
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
消
費
者
が
知
る
権
利
に
基
づ
き
、
自
ら
買
う
、
買
わ
な
い
を
選

択
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
食
品
表
示
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
、
左
記
事
項
を
要
望
す
る
。

記

一
、
加
工
食
品
原
料
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
原
料
原
産
地
の
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と

一
、
全
て
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
・
飼
料
の
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と

一
、
ク
ロ
ー
ン
家
畜
由
来
食
品
の
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
が
一
部
執
行
停
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
に
お
い
て
は
各
議

会
が
予
算
の
減
額
補
正
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
失
業
率
も
高
水
準
に
あ
る
な
ど
雇
用
失
業
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
を
示
し
、
年

末
・
年
度
末
に
向
け
て
さ
ら
な
る
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
十
月
二
十
三
日
に
「
緊
急
雇
用
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
が
、
「
既
存
の
施
策
・
予
算
の
活

用
に
よ
り
取
り
ま
と
め
る
」
と
し
て
お
り
、
財
政
措
置
も
考
慮
し
た
も
う
一
段
の
緊
急
雇
用
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
執
行
停
止
に
よ
っ
て
生
じ

る
約
半
年
間
の
経
済
対
策
の
空
白
を
避
け
、
年
末
・
年
度
末
の
さ
ら
な
る
雇
用
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

早
急
に
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
を
編
成
し
、
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
を
早
期
に
実
行
す
る
よ

う
左
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
請
す
る
。

記

一
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る
緊
急
保
証
制
度
等
の
十
分
な
枠
の
確
保
な
ど
、
景
気
を
安
定
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
の
施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
。
特
に
昨
年
十
月
末
に
実
施
さ
れ
た
「
緊
急
保
証
制
度
」

の
う
ち
、
元
本
返
済
猶
予
期
間
が
一
年
の
分
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
猶
予
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

二
、
中
小
企
業
向
け
を
含
む
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
予
算
確
保
と
助
成
金
支
給

の
要
件
緩
和
、
「
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
」
の
恒
久
化
と
と
も
に
、
特
に
厳
し
い
状
況
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
非
正
規
労
働
者
向
け
の
対
策
、
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
来
春
の
高
校
、
大
学
の
新
卒
者
対
策

を
行
う
こ
と
。

三
、
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
「
エ
コ
カ
ー
減
税
制
度
」
に
つ
い
て
、
手
続
き
の
簡
略
化
や
対
象
品
目
の

拡
大
な
ど
を
検
討
し
、
継
続
す
る
こ
と
。

四
、
学
校
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
エ
コ
改
修
や
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
保
全
事
業
の
前
倒
し
実
施
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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東
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長
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子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の

公
費
助
成
、
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
乳
幼
児
に
重
い
後
遺
症
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
死
亡
に
至
る
恐
れ
が
高
い
重
篤

な
感
染
症
で
、
そ
の
原
因
の
七
十
五
％
が
ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
＝
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）

と
肺
炎
球
菌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
細
菌
性
髄
膜
炎
は
早
期
診
断
が
困
難
な
こ
と
、
発
症
後
の
治
療
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
罹
患
前
の
予
防
が
非
常
に
重
要
で
、
ヒ
ブ
や
肺
炎
球
菌
に
よ
る
細
菌

性
髄
膜
炎
に
つ
い
て
は
乳
幼
児
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
を
推
奨
し
て
お
り
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
既

に
欧
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
百
カ
国
以
上
で
導
入
さ
れ
、
九
十
カ
国
以
上
で
定
期
予
防
接
種
と

さ
れ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
も
四
十
の
国
や
地
域
で
定
期
接
種
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

国
々
で
は
発
症
率
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
世
界
か
ら
二
十
年
遅
れ
て
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
昨
年
十
二
月
に
販
売
開
始
と
な
り
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
七
価
ワ
ク
チ
ン
）
も
欧
米
よ
り
約
十
年
遅
れ
て
今
年
十
月
に
国
内
初
承

認
さ
れ
、
来
年
春
ま
で
に
販
売
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
可
能
と
な
っ
て
も
、
任
意
接
種
で
あ
る
た
め
費
用
負
担
が
大
き
く
、
公
費
助
成
や
定
期
接
種
化
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
対
策
を
図
る
た
め
、
左
記
事
項
に
つ
い

て
、
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
七
価
ワ
ク
チ
ン
）
の
有
効
性
、
安
全
性
を
評

価
し
た
う
え
で
、
予
防
接
種
法
を
改
正
し
、
ヒ
ブ
感
染
症
及
び
肺
炎
球
菌
感
染
症
を
定
期
接
種
対
象

疾
患
（
一
類
疾
病
）
に
位
置
付
け
る
こ
と
。

二
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

東
京
都
北
区
議
会
議
長

平

田

雅

夫

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山

由
紀
夫

殿

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

殿



警
察
官
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
は
国
民
生
活
の
向
上
や
経
済
成
長
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
。

地
方
警
察
官
の
定
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
九
年
度
に
か
け
て
二
万
四
千
二
百
三
十
人

を
増
員
し
た
結
果
、
警
察
官
一
人
当
た
り
の
人
口
は
十
二
年
度
の
五
百
五
十
七
人
か
ら
、
二
十
年
度
は
五

百
十
一
人
と
な
り
、
刑
法
犯
認
知
件
数
の
減
少
と
検
挙
率
の
上
昇
に
寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
無
差
別
殺
傷
事
件
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
、
子
ど
も
に
不
安
を
与
え
る
不
審
者
の
多
発
、

悪
質
商
法
、
多
様
な
手
口
の
振
り
込
め
詐
欺
事
件
な
ど
が
依
然
と
し
て
発
生
す
る
な
ど
、
国
民
が
安
全
と

安
心
を
実
感
で
き
る
「
体
感
治
安
」
の
回
復
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
外
逃
亡
犯
の
増
加
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る

匿
名
性
の
高
い
犯
罪
の
増
大
な
ど
、
警
察
を
取
り
巻
く
捜
査
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
の
地
方
警
察
官
の
退
職
者
数
が
過
去
最
高
の
約
一
万
二
千
百
人
に
達
す
る
な
ど
、
本
格

的
な
大
量
退
職
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
国
内
の
治
安
維
持
に
的
確
に
対
応
で
き
る
警
察
活
動
体
制
の
充

実
・
確
保
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
国
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要

な
警
察
官
の
増
員
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
特
段
の
配
慮
を
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

東
京
都
北
区
議
会
議
長

平

田

雅

夫

衆
議
院
議
長

横

路

孝

弘

殿

参
議
院
議
長

江

田

五

月

殿

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由
紀
夫

殿

副
総
理
・
国
家
戦
略
担
当
大
臣

菅

直

人

殿

総
務
大
臣

原

口

一

博

殿

財
務
大
臣

藤

井

裕

久

殿

内
閣
官
房
長
官

平

野

博

文

殿

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中

井

洽

殿
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